Recollections of Japan in Taiwan : Accounts of Higher Education by 大谷 渡 & Ohya Wataru
記憶の中の台湾と日本 : 統治下において高等教育
を受けた人びと
著者 大谷 渡
雑誌名 關西大學文學論集
巻 56
号 4
ページ 47-71
発行年 2007-03-15
その他のタイトル Recollections of Japan in Taiwan : Accounts of
Higher Education
URL http://hdl.handle.net/10112/12494
記憶の中の台湾と日本
量治下において高等教育を受けた人びと一
大谷 渡
I 
台湾議会設置請願運動で知られる台中霧峰の名士林献堂の周りには， 1920年
（大正 9)前後に東京に学んだ若い優秀な人びとが集った。 1922年（大正11)
に慶応義塾大学を卒業した陳祈は，大東信託会社専務取締役となって台湾財界
で活躍した。 1920年に東京女子医学専門学校を卒業した察阿信は，台中に清信
医院を開業して産婦人科，小児科の医師として台湾人社会に尽くした。察阿信
の夫となった彰華英は， 1921年（大正10)明治大学の卒業であり， 1920年7月
創刊の『台湾青年』の庶務主任を務め， 1927年（昭和2)の台湾民衆党結党の
際には同党主幹となり政治運動に尽力した。林献堂の長男林攀龍は， 1925年（大
正14)東京帝国大学卒業である。
1920年は，東京に学ぶ台湾人留学生の間に「台湾の幸福」， 自由• 平等を求
める民族的エネルギーが燃え上がった年であった。この前後の時期に東京に学
び台湾に帰って活躍した人びとの動静や， 1920年代の日本と台湾の時代情勢は，
『台湾青年』『台湾』『台湾民報』の記事収集と， 2004年と2005年の実地調査に
よる史料発掘によって明らかにしてきた。その成果は，両年度の科学研究費補
助金成果報告書『大正• 昭和初期日本女性史と台湾―北村兼子と『婦人毎日新
聞』『台湾民報』一』に詳述した 1)0
2004, 2005両年の実地調査の過程， とくに台北・台中・台南での調査におい
て， 1920年前後に日本の高等教育機関に学んだ人びとの次の世代，すなわち
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1920年前後に生まれ日本の高等教育機関に学び，現在も活躍中の人たちに出会
い， 日本統治時代の貴重な話を聞くことができた。この人びとは昭和初期に初
等•中等教育を受け， 日本国内または台湾で高等教育を受けていて，今は80歳
代後半を迎えている。 1920年代に学生だった人びとはすでに他界し， もはや直
接話を聞いて口述資料を収集することは不可能であるのに対して， 1920年前後
に生まれた人たちからは， 日本の教育を受け， 日本統治下で成人し，社会的活
動を始めた時期までの，生立ちゃ思想形成の詳細を直接聞き取ることが可能で
ある。
この人たちは， 日本の政党政治確立期の現代的文化が広がった昭和初期に初
等教育を受け，中等教育を経て高等教育機関に学ぶころに戦争の時代を迎え
た世代である。日本の専門学校や大学で高い知識を身に付けたエリートの彼ら
が， 日本の近代化とその文化をどう受けとめ，「台湾の幸福」をどのように実
現しようと考えたのか，その心の襲にまで分け入った分析は，口述資料と文字
資料の検討を通して，この人びとの記憶をたどる作業によって初めて可能とな
るであろう。本稿においては， 2006年の台北・台中・台南における実地調査の
成果の一部を叙述しておきたいと思う。
「財団法人国際文化基金会」の董事長楊劉秀華の夫は， 2004年に亡くなった
楊基鈴である。楊基鈴は1918年（大正7)台中清水街（現・台中県清水鎮）の
生まれで，台中第一中学校から台北高等学校に進み， 1937年（昭和12)に東京
帝国大学経済学部に入学して在学中の1939年（昭和14)に高等文官試験行政科
試験に合格した。東京帝大を卒業した1940年（昭和15)には，拓務省に入省し
て台湾総督府に勤務し，翌41年に高等官に任ぜられ満23歳で宜蘭郡守となった。
楊基鈴が劉秀華と結婚したのは1944年（昭和19) 3月，総督府殖産局を経て台
北州商工課に勤務していたときであった］
劉秀華は1921年（大正10) 5月24日に，台南の名家で老舗「和源」の屋号を
もつ大地主の劉瑞山の五女として生まれた。商業界に名の通ったその屋号は，
台南で知らぬ者はなかったという。劉瑞山には3人の妻があり， 7男5女のす
べての子女に高等教育を受けさせた。劉秀華の実母は王貫冶といい，小柄で美
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しく心の広い女性であった。父の最初の妻謝就は若くして病没したが，亡くな
る前に親族に見込まれ，王貫冶が妻として迎えられた。王貫冶は，病床にあっ
た謝就から，長男と長女を託され，慈しんで育てた。劉家は，秀華が幼いとき
からクリスチャンの家庭であった。
劉秀華の実母には 3男 3女があり，異母兄弟は 4人，異母姉妹は2人であっ
た。異母兄で長兄の青雲は慶応義塾大学を卒業した。次兄の主安は東京高等工
業学校を卒業し，台南のミッションスクール長老教女学校の教師となった。 3
番目の兄子祥は同志社中学校から慶応義塾大学に進み，卒業後は父瑞山のもと
で事務を担った。 5番目の兄青和は，中国広東の嶺南中学卒業後ドイツに留学
し，化学博士の学位を得て台湾に帰り，台北帝大の助手となった。次兄主安と
5番目の兄青和は，同じ母から生まれた兄であった。
実母が産んだ2番目の姉彩仁は， 日本女子大学校卒業後さらに東京女子医学
専門学校に学び小児科の医師となった。 3番目の姉秀霞も，同じ母から生まれ
た。秀霞は日本女子大学校を卒業し，林献堂の従兄弟林烈堂の息子で早稲田大
学卒業の林垂芳と結婚した。
劉秀華は， 1928年（昭和 3)に台湾人教育を主体とする公学校に入学したが，
翌29年 2年生になるとき， 日本人対象の小学校に転校した。台南市には，花園
尋常高等小学校と南門尋常高等小学校があった 3)。花園小学校は官吏の子供が
多く，南門小学校は商人の子供が多かった。秀華は花園尋常高等小学校の尋常
科を卒業し， 日本人の娘が主に学ぶ州立台南第一高等女学校に進学した。
公学校1年生のときの成績が全部甲だった秀華は，小学校に転校すると，算
術と唱歌のほかは全部乙に下がった。算術と唱歌の成績が下がらなかったのは，
台湾人の彼女に比較的ハンディがなかったからであった。 2年生のときと 3年
生のときの担任は女の先生だったが， 4年から 6年までは中山健次訓導が担任
であった 4)。中山先生は軍国主義的で，長い棒をいつも持っていて，ちょっと
よそ見をするだけでも，児童の頭をバンとたたいた。よくひっぱたかれるので，
子供たちの気も荒くなるほどだった。台南高等工業学校が設立されて，東京か
ら赴任した教授の娘が学校で叱られ，「先生，ごめんなさい」と言って，その
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場でおしっこを漏らしたほどであった。
こんな荒くて軍人のような先生だったが，振り返ると不思議なことに，ひど
い中にも愛が少しはあったと思える。台湾人だからといって，劉秀華に対する
差別はあまりなかった。台南第一高女の受験を控えた 6年生のとき，教官室に
おいて，「おい劉，お前は本島人だからな人一倍勉強しないと受からんぞ」と，
ゅっくりと語尾に力を入れながら叱咤された。そういう言い方で励まされたこ
とを，劉秀華はいまだに覚えている。
教会のバザーがあったとき，学校に券を持って行って友だちを誘ったことが
あった。バザーに行く人には，お金で買ってもらおうとした。それが見つかっ
て，「お前は本島人だから，そんないやしいことをする」と言って，さんざん
ひっぱたかれた。子供だったから，何がなんだかわからなかった。けれども，
中山訓導は 4年生から 6年生までに，彼女の成績にだんだん甲を増やした。最
後には全部甲になって，彼女は卒業のときに優等賞をもらうことができた。回
想の中で，「だから悪くもない，スパルタ式の軍人みたいな先生に，あのころ
出会ったのだ」と，劉秀華は思っている。
1934年（昭和9) 4月，劉秀華は台南第一高等女学校に入学した。 1学年は
100人で， 50人ずつの 2クラス編成であった。入学した同級生に，台湾人は彼
女のほかに呉英姿と劉恵露の 2人しかいなかった。呉英姿は医者の娘，劉恵露
は総督府の官吏の娘であった。劉恵露は統治国日本の官吏の娘であっただけに，
とても日本かぶれで，日本人になりたくてしようがない様子であった。彼女は，
「私は劉恵露だけど露子と呼んでほしい」と頼み，同級生は皆「露子さん」と
呼んでいた。ある日，彼女は日本人の同級生と喧嘩した。その同級生は，「な
んですか，なんですか，劉恵露のくせに，何が露子と呼ばれるんだ」と，彼女
を罵った。劉秀華はそのとき「ああよかった」「私は秀子にも華子にもなら
なくて」， と思った。当時まだ女学校 1年生だったが，このことは永遠に秀華
の胸に刻まれた。劉恵露は，まもなく父の転勤で転校したので，同級生の台湾
人は呉英姿だけになった。
台南第一高女の同級生と劉秀華との間には，何の溝もなく自然に溶け込んで，
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皆仲が良かった。ニックネームで呼び合い，秀華は「しゅうべえ」と呼ばれて
いた。台南第一高女全体の同窓会は，これまでに台湾と日本で何度か開かれて
いる。 2006年 5月には，花園小学校から台南第一高女に上がった劉秀華の同級
生14人が東京に集まった。遠くから参加した8人が，帝国ホテルに泊まった。
この夜に，劉秀華はもう今はわだかまりもないからよいだろうと思い，女学校
時代の差別のことを同窓生に話した。
劉秀華は，入学したとき台南市で最も成績が良かった。学年2クラスの級長，
副級長副副級長は，成績の良いものから順に任ぜられたが，劉秀華は在学中，
台湾人であるがゆえに，級長にも副級長にも副副級長にも任命されることはな
かった。彼女は本当に悲しくて，やけっぱちになったこともあったが，成績は
あまり下がらなかった。卒業式が間近に迫ったとき，教官室の掃除に行った友
達が，先生の机に置かれている上位者の成績を見てきた。彼女たちの話では，
劉秀華は学年で3番であった。前年度までの卒業式では， 7番まで卒業生を成
績優秀者として表彰していた。劉秀華は卒業式で，確実に学力優秀の賞状を受
けるはずだった。ところが，卒業式の予行演習では成績上位4番までが表彰さ
れることになっていて，劉秀華の成績は3番から 5番に落とされていた。卒業
式の日，劉秀華がもらったのは皆勤賞であった。彼女ば海しくて，賞状を小さ
くちぎって机の上に置いて帰った。家に帰って，大きな鏡の前でおもいっきり
泣いたことを今も覚えている。のちには，台湾人で1番だった生徒を卒業式
で表彰したことがあるようだが，彼女たちの卒業のころまでは，台湾人生徒を
成績優秀者として表彰しないのが政策上の方針だったと劉秀華は確信してい
る5)。
この 5月に同窓会のあと，いっしょに帝国ホテルに泊まり，その話を聞い
た同級生の 1人は，帰ってから劉秀華に手紙を書いた。そこには，「しゅうべえ，
日本人の私たちがそんなにあなたを差別したことを知らなかった」「ごめんな
さい」としたためられていて，劉秀華は友の言葉をうれしく思うとともに，当
時そういう目にあったことを人生の上でいいことだったと，今はとらえている。
女学校時代に彼女の心が慰められたのは，良い先生に出会えたことであった。
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京都帝大や東北帝大出身の，純真で熱心な若い先生たちがいた。のちに考古学，
民俗学研究に力を注いだ国分直ー教諭は，彼女たちのクラス担任であった 6)。
数学の大内教諭は，彼女の試験がとてもよく出来ているので，満点にプラス 1
点をつけて励ますような先生であった。
級友と仲良く過ごした女学校時代であったが，小学校のときから気がかりな
ことが2つあった。 1つは昼食の弁当のことであり，いま 1つは父兄会のこと
であった。昼食のとき，当番の生徒が弁当のふたに湯を注いでいく。弁当のふ
たを開けた瞬間に，違和感が広がるのが苦になった。級友の弁当は日本のもの，
劉秀華のそれは台湾のものであった。卵 1つをとってみても，焼いたものと煮
たものというように料理の仕方が違っていた。そのころを，彼女は次のように
回想している。
あの当時は日本の方優越感強いから，台湾のものを見るとばかにするんで
すよ。辛かったですよ。気にするのよ。子供心にもね。私，作り方知らな
いでしょう。だから，一生懸命に見て，それに合わせるように，母に作り
方を教えたり，海苔はこうかけるのだとか言って教えました。近所に購買
部というのがあって日本から取り寄せたおかずが売られていた。鯛の子
とか筋子とか漬物とか。日本の方，買いに行くんですね。私，たしか母に
買いに行ってとねだったような気がします。そんなことに，小学校のとき
から気を使ったことを思い出します。でも，そういうふうに気を使うとい
うことを知ったのは，私にとってはよかったと思う。
いま一つ父兄会が苦になったのは，母が纏足だったからである。父兄会に母
が来てくれなくて辛かったが， 3番目の兄子祥が慶応大学を卒業して帰ってき
てからは，母に代わってよく来てくれるようになった。
劉秀華の生家は，まことに裕福であった。大地主だった彼女の家には，小作
人の女の子がたくさん引きとられていた。何がしかのお金と引き換えに，貧し
い小作が娘を金持ちに売り渡すのである。何年間か働くものもあれば，一生そ
こで働き，そこから嫁に行くものもあった 7)。秀華の家には12, 3歳の女の子
がたくさんいて，彼女は幼いころから，ハンカチ一つ自分では取りに行くこと
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のない生活のなかで育った。子供のころ秀華は，売られて来た何人もの女の子
が寝ている部屋に潜り込んで，彼女たちとよく話をしたことがあった。そんな
夢の中のような時代だったと，劉秀華は回想している。
名家の娘として，かしずかれて育った彼女にとって，支配民族の優越感を鋭
く感じ取った統治下における小学校，女学校時代の体験は，唯一辛い出来事で
あった。それゆえに彼女は，抑圧される側のものとして「気を使うということ
を知った」体験は，その後の人生の上で自己の内面を豊かにする苦労だったと
感じているようである。
1938年（昭和13) 4月，劉秀華は日本女子大学校家政学部に入学した。女子
大時代は，彼女自身「いちばん人生で楽しかった」と回想するような時間を過
ごした。
劉秀華は，日本女子大の明桂寮に入った。同じ寮生で二つ年上の今泉和子を，
とても尊敬していた。寮の部屋は 4人ずつで，各部屋の最上級生は「ママさん」，
1年生は「ベビー」と呼ばれた。部屋割のとき，上級生は自分の好きな人と一
緒になりたがる。劉秀華はどの上級生にも歓迎されたが，言葉や生活習慣が異
なることから，朝鮮人や台湾人，満州・蒙古• 中国から来た学生とは，あまり
一緒になりたがらない傾向があった。それで，その人たちはだんだん後の方に
残っていくのだが，最後に残った人を拾い上げるのが今泉だった。
この今泉和子に誘われて，劉秀華は塚本虎二の聖書研究会に参加するように
なり，矢内原忠夫の説教を聴いた。女子大時代には，内村鑑三や新渡戸稲造の
思想に傾倒した。聖書研究会には，一高• 東大・早稲田などの学生がいて，女
性では津田女子英学塾，東京女子高等師範， 日本女子大，東京女子大などの学
生が参加した。
日本女子大の寮生活では，修練，講話，瞑想の時間があって，精神的な教育
を受けた 8)。賛美歌を歌い，本を読み，議論をし，人生を語り合った。男性の
高等学校のような雰囲気があって， とても楽しい充実した生活であった。豊か
な家庭の娘ばかりだったので，銀座や新宿の高級すし屋やフランス料理店を食
べ歩いたりもした。
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当時日本女子大では，精神教育に非常に力を入れていて，その教育はとても
良かったと彼女は思っている。また一方では，合理的な教育が行われ，理工学
や経済の原理を教えられた。それによって，生活と考え方が非常に合理化され
たという。とくに，日本女子大での精神教育と，聖書研究会での活動によって，
劉秀華は容易には妥協しないというその後の彼女自身の精神が形成されたと確
信している。
1941年（昭和16)になると，寮で賛美歌を歌うことが禁じられた。なぜ賛美
歌を歌ってはいけないのかと抗議したが方針は変わらなかった。劉秀華は寮を
出ることにし，台湾出身の牧師に相談して， ミッションスクールの東洋英和女
学院の青楓寮に入れてもらうことになった。 2か月ほどして，明桂寮の舎監と
ばったり会って，「帰っておいで」ということになり，明桂寮に帰って1941年（昭
和16)12月に日本女子大を卒業した。繰り上げ卒業であった。
明桂寮には，若い舎監と年配の舎監の 2人がいて，年配の舎監は藤原先生と
いった。卒業式の日，劉秀華はビロードの中国服を着ることにした。ほかの卒
業生はみんな羽織，袴であった。講堂と学寮の間には，長い庭があった。その
庭で，卒業証書を手にした彼女は，藤原舎監とばったり会った。藤原先生は劉
秀華の姿を見て，涙を流さんばかりに喜び，「長いこと舎監を務めてきたが，
あなたのような人に初めて会った」「それでいいんだよ，それでいいんだよ」
と声をつまらせた。「私も泣き出しました」「うれしかったですよねJと，中国
服で臨んだ卒業式を思い出し，その日の藤原先生のことを彼女は感慨を込めて
振り返った。
劉秀華は日本女子大卒業後， 1942年（昭和17) 1月から43年4月まで，東洋
英和女学院の青楓寮の副舎監として勤めた。月給は70円であった。戦争が激し
くなり，だんだん食べ物が少なくなってきて，築地へ買出しに行ったりした。
そのころ， 5番目の兄青和がドイツ留学から戻り東京に来ていて， 日本語の勉
強をしていた。 1943年4月，この兄といっしょに，秀華は台湾に帰ることにし
た。
台湾では，強力に皇民化がすすめられていた。当時台南には，台湾人と日本
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人の若い女性を集めた桔梗クラブというのがあって，皆もんぺをはいて代用品
作りなどに励んでいた。劉秀華もこの団体に入らなければならなかった。無理
やりに会員にさせられた彼女は，あまりまじめにはやらなかったという。台湾
人のほとんどは改姓名をしていたが，劉秀華はしなかった。
1944年（昭和19) 3月彼女は楊基鈴と結婚した。若くして統治国日本の高
等官として宜蘭郡守を務める楊基鈴の名は，台湾の人びとに知られていた。だ
が秀華は，当時その地位について，「感心はしなかった」という。「私あのころ
日本嫌いでした」「ある程度差別されたから」と彼女は回想し，次のように述
べた。
台湾の人かわいそうなんですね。全然育てられなかった。政治にも携わら
せてもらえなかった。行政なんて全然知るはずがない。台湾の人にできる
ことといったら，お医者さん以外にない。弁護士，あと自由業。大切な国
家にかかわることに，携わらせてもらえなかった。主人なんかは日本の官
吏になって，法律，制度，章程を作るのが上手だったけれど。当時私は，
日本嫌いだった。差別された時どうして差別されなきゃいけないんだろ
うと思った。日本の戸籍持っていて，台湾で育てられた。日本に行った時
と，台湾に帰ってきた時と，それは違っていた。日本内地では日本人の優
越感というものを感じなかったが，台湾にいる日本人にはどうしてもそれ
があった。
裕福な家庭の娘として，高等教育を受けた日本での暮らしと，被統治者とし
ての台湾での体験は大きく違っていたのである。彼女は， 日本で受けた高等教
育をとても良いものだったと評価しつつも，異民族による植民地支配の罪をは
っきりと指摘しているのである。
劉秀華の父は，彼女が少女だったころ，慶門の鼓浪嶼に土地を買って，そこ
に親戚が多く住むことになった。中国を忘れずに，行き来するつもりだったの
である。だが，戦争のために親戚の人たちは皆シンガポールに行くことになり，
その人たちは今はもう故人となっている。
秀華の夫楊基鈴は，台北州産業部エ鉱課長として終戦を迎えた。楊基鈴は自
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叙伝『台湾に生を享けて』の中で，高等官として天皇の録音放送を聞いたとき
のことを，「日本人同僚たちはいずれも暗然たる面持ちで， どうしたらよいか
わからない， といった様子であった」と書いている。さらに，「私は，ついに
戦争が終わり， もう空襲で恐い思いをしたり灯火管制の不便に悩まされたりす
ることもないとほっとした」，「ことに台湾が日本の植民地統治から脱すること
ができるという喜びでいっぱいであった」と記している。
敗戦によって，それまで支配者として台湾に君臨していた日本人は，台湾人
を半世紀にわたって搾取してきた罪を償う立場へと転落したのであった。そし
て，台湾は，台湾人の手に戻るはずであった。
だが，「いつの間にか中華民国の国民になった」「承諾なしでしょう」「それ
が腹が立つ」と話しながら，楊劉秀華は『国際文化基金会叢書 台湾，そして
台湾人』を差し出した。楊基鈴が「国際文化基金会」を設立し，啓蒙活動に専
念したのは1997年であった。前掲『台湾に生を享けて』の終章は，「私は台湾
人だ，中国人ではない一あとがきに代えて」である。楊劉秀華は，亡き夫の遺
志を継いで，「国際文化基金会」の董事長として，啓蒙活動を続けている 9)0
I[ 
察孔雀は，雲林県北港鎮で金長味内児科診所を開業する医師である。察医師
は， 2006年5月の『当代医学』第391号に，「雲林北港的守護神一黙黙奉献ー甲
子的察孔雀医師」と紹介された。それは60年の長きにわたり，地域医療に貢献
してきた察医師の功績を称えたものである。北港鎮は，台中の南西にある彰化
と台南の中間に位置する町である。
察孔雀は， 1921年（大正10) 1月5日に台南州北港郡北港街（現・雲林県北
港鎮）に生まれた。父は察然美，母は察許翠である。父察然美には数人の兄弟
がいて，兄2人と共同経営で商売をしていた。北港街には製糖会社があって，
日本人が多く住んでいた。察然美の店は，北港の日本人が必要とする品物を何
でも揃えた一種の百貨店であった。父の末弟，察孔雀の叔父は，千葉薬専を卒
業して薬剤師となり，製薬会社を経営していた。北港街は，当時人口 4,5万
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人の田舎町であった。
察孔雀は，北港公学校から台南第二中学校に進み，台北帝国大学附属医専部
に学んで医師となった。彼が公学校に入ったころは昭和の初めで，公学校時代
は割合に自由な雰囲気であった。ただし，北港郡の田舎では，裕福な家庭の子
女でないと公学校には行くことができなかった。小学校は国語常用家庭でない
と，入ることができなかった。
北港街には，男子の公学校と女子公学校が1校ずつあった。女の子よりも，
男の子の方を就学させる家庭が多かった。女の子の場合，教育させる家庭は男
の子の半分もなかったというのが，察医師の子供のころの印象である。中学校
へ行ける台湾人は，北港街では 1 年に 3~4 人であった。公学校では，台湾人
児童が大学へ進学することを歓迎しなかった。優秀な児童には，師範学校へ行
くことを奨励した。公学校の尋常科を卒業して高等科を経て，師範学校へと進
み，台湾人児童の初等教育を担う人材を育成するのである。
小学校と公学校では，教科書が違っていた。尋常科1年生は，「あいうえお」
から習う。低学年はたいていは台湾人の先生が受け持った。 3年生以上の学
年では，台湾語を話すことが禁止された。
公学校では日本内地の小学校と同様，紀元節や天長節などの行事が行われた。
教育勅語の奉読もあった。 5,6年生では，修身の時間に教育勅語を暗唱しな
ければならなかった。歴代天皇の名前は，暗唱することはなかった。
察孔雀は， 1935年（昭和10) 3月に北港公学校高等科を卒業し， 4月に州立
台南第二中学校に入学した。台南第二中学校は台湾人を対象としていて， 日本
人生徒は 3クラス150人中， 1割の15人程度であった。これに対して日本人対
象の台南第一中学校は， 9割が日本人で台湾人生徒は 1割程度であった。
察医師は，中学校時代に良い先生に出会えたという。のちに琉球政府第5代
行政主席（最初の民選行政主席）となった屋良朝苗は，当時台南第二中学校で
物理と化学を教えていて，たくさん実験をしてくれたことが印象に残っている。
屋良教諭とともに数学の薮根教諭も教え方が上手で大変熱心であった。どちら
も広島高等師範出身だったと思う， とのことである10)。台南第一中学校と第二
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中学校では，教科書が違っていたので，参考書を買って自分で受験勉強をした。
だから，「本当に苦しかった」と，察孔雀は振り返る。薮根先生は，教科書に
ない入学試験問題を放課後にも熱心に教えてくれたという。
台南第二中学校の校長が矢野速吉から後藤義光に代わった 3年生のときに，
慮溝橋事件が起こり日中戦争が始まった。後藤校長のときから，学校の行き帰
りにゲートルを巻かなければならなくなった。制服はそれまでは霜降りであっ
たのに，カーキ色に変わった。
中学校では 1か月に 1度，学校全体で台南神社へ参拝した。察医師は，「あ
れは， 日本魂の教育ですね」と回想している。
地理歴史担当の高橋正尾教諭は，戦争がどうなったとか，軍人，兵隊，ヒッ
トラーがどうなったとか，生徒の前でよく説明して聴かせた。察孔雀は，戦争
の話をさかんにした高橋教諭について，「ほらを吹く人」との印象をもった。
日中戦争が長引きだした 4,5年生のころには，引率されて台南駅で出征兵士
を見送ることが多くなり，学校での作業時間も増えた。台南二中には学校の寮
があったが， 自宅から通学する者のほかはほとんど下宿していた。察も下宿生
であった。
1940年（昭和15) 3月に，察孔雀は台南第二中学校を卒業し，同年4月に台
北帝国大学附属医専部に入学した。彼が医師を目指したのは，祖父が漠方薬店
を開いていたことと，叔父が製薬会社を経営していたことに導かれたからであ
る。父察然美は，孔雀に医学の方に進むようにと勧めた。のちに開業医となっ
たとき，彼の医院は祖父の漠方薬店の名を採って「金長味」と名付けられたの
である叫
察孔雀が入学した年の台北帝大医専の入学者数は80人，うち日本人50人，台
湾人30人であった。台北帝国大学附属医専部には東京帝大や京都帝大の教授
級の先生がいて，非常によい教育を受けたという。医専の教育方針では， 1902
年（明治35) に台湾総督府医学校長となった高木友枝の書いたものに感銘を受
けた。在学当時を振り返って，察医師は次のように語った。
あの時の教育はよかった。医者は金儲けするだけじゃない。医者になる前
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に，人間として人格を養成しなければいけない。こういう主張のもとに，
教育を受けた。あの時の政策はよかったですね。中学校や医専における修
身のような教育は，大切なものだったと思う。
察孔雀は， 1944年（昭和19) 9月に台北帝大附属医専部を卒業した。卒業後
は医専の校長の勧めで，台北赤十字病院に医師として勤めた。 1945年（昭和
20)には，米軍の空襲がしばしばあった。夜や未明の空襲のとき，防空壕に逃
げ込んだ。台湾人医師のなかには，召集されて南方へ行った人があった。察医
師は，召集された開業医で，南方から帰って来た人を知っているという 12)0 
終戦後察孔雀は北港に帰って，製糖会社の医務室に 4年間医師として勤務
した。戦後まもない時期の北港では，コレラや天然痘，マラリアなどの伝染病
が流行した。製糖会社の医務室勤務時代に多くの病人を治療した察医師は，北
港鎮中正路の現在地に医院を開業した。終戦直後，北港住民の生活は，一般に
はまだまだ貧しいものであった。察医師は，貧しくて治療費を払えない人びと
を無料で診療した。家計にやや余裕のある人びとは，診察費や薬代の代わりに
鶏や鴨を察医師のもとに届けたという 13)。
察孔雀と台南第二中学校で同級生だった葉英烹は，中学校卒業後1年間，東
京お茶の水の日進英語学校に学び， 1941年（昭和16) 4月に福井高等工業学校
に入学した。
葉英杢は1921年（大正10)11月5日生まれで，祖父は台南の大地主であった。
生家は台南市白金町（現・台南市忠義路）にあり，父葉書田は鉄工所を経営し，
母の名は趙漱清といった。葉英烹は台南市の末広公学校を卒業し， 1'ト］立台南第
二中学校に進学した。
公学校時代の担任は 6年間に 3人いて，いずれも日本人であった。葉英烹は
体格が大きい方ではなかったし，ほとんどの児童がそうであったように， 1年
後れの数え年九つ上がりで入学した。同学年には数えの11歳で入学した児童
も7,8人いた。葉は公学校に入ったとき， 日本語をまったく知らなかった。
受け持ちの先生は，台湾語を知らない。日本人の先生から，「これは花」とい
うように，言葉を教えられたという。
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1年生から 4年生までの受け持ちの先生は良かったが， 5年生のときの山本
という担任は，児童の頭を竹刀で叩くひどい先生だった。中学校ではどんなこ
とをしても，先生が生徒を叩くようなことはなかったが，公学校では日本人の
先生も台湾人の先生も叩いたので，当時の思い出は良くないという。 6年生の
ときの担任は学年主任の宮本実，校長は米田亀太郎であった14)。末広公学校で
は，中学校への進学希望者を 1人でも多く台南第二中学校に合格させようとし
て，補習に力を入れていた。
葉英烹たちが台南第二中学校に学んだころには，同校に台湾人の先生はいな
くて，校医だけが台湾人であった15)。公学校での先生の思い出は良くないが，
中学校の先生はとても良かった。国語の古山教諭は，若くてお人好しだったの
で生徒に好かれたし，物理化学の屋良教諭は休日にも教えてくれた。数学の薮
根教諭は教え方が上手だった。 3年生のとき，校長が矢野速吉から後藤義光に
代わると，学校全体の指導方針がきびしくなった。後藤校長は，生徒の夜の外
出を禁止した。矢野校長は東京高等師範の出身で，後藤校長はたしか広島高等
師範の出身だったと思う， とのことである。中学校では， 1か月に 1回，団体
での神社参拝があり，孔子廟への参拝も 1年に 1回行われた。
察孔雀が「ほらを吹く」との印象をもった地理歴史の高橋教諭について，葉
英杢には忘れられない思い出がある。日本の歴史は「ミャクミャク三千年」と，
独特のイントネーションで語る高橋教諭は， 日本精神を押し付け，台湾人をけ
なす悪い癖があった。この高橋教諭が授業で，世界の偉人を生徒に書かせたこ
とがあった。葉は思うままに名前をあげて，蒋介石もスターリンも書いた。授
業のあとで，まずいと気付いた葉は，「私，書き間違えました」と言って教官
室に謝りに行った。すると，高橋教諭は，「お前の個人の思想だから，何もない，
心配することない，個人の考えだから」と言ってくれたので，胸をなでおろし
たことがあった。
終戦直後高橋教諭は，葉英杢の家を下駄履きで 2度訪ねたことがあった。
当時熊沢天皇問題が話題になっていたので，「熊沢天皇と昭和天皇とどちら
が正統でありますか」と葉が尋ねると，「いや，それはわからん」と言い，「日
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本にお帰りになったらどうなさいますか」との問に，「マッカーサーの命令で
も受けて，歴史を書き直そうかな」と言って笑ったという。面白い一面もあっ
た高橋教諭ではあるが，台湾人の欠点をあげつらうところは良くなかった。
葉英烹は， 1941年（昭和16) 4月に福井高等工業学校に入学し， 1943年（昭
和18) 9月に卒業してその年暮れに台湾に帰った。 1年生の12月に太平洋戦争
が始まったが，福井は田舎で物資には困らなかった。下宿のおばさんがとても
いい人で，配給が玄米であっても，白米を食べさせてくれた。「いいおばさん
だった」と，葉は感慨深げに回想する。ただ，福井は雪国で，湿った雪には困
った。霜焼けにかかり，下宿の階段を這って降りたほどだった。
台湾では， 日本人は台湾人を差別した。植民地の者だと馬鹿にした。だが，
日本へ来てみると，内地の日本人には全然それが感じられなかった。台湾から
わざわざ来たんだからと，大事にされた。福井高等工業学校のクラスメートと
はいまだに交際が続いていて同窓会をしている。台湾にいた日本人が優越感
を持ち，台湾人をいじめたのはなぜだったのだろうかと思うほどである。
日本から台湾に帰った葉英烹は，父が経営していた鉄工所の仕事に就き，高
雄市郊外にあった海軍第六燃料廠の仕事を請け負うことにした。それまでは製
糖会社の仕事を請け負っていたが，条件は良くなかった。海軍第六燃料廠の技
術将校は，高等工業学校の出身者が多かった。 1944年から終戦まで，葉は海軍
第六燃料廠へ行って油の輸送に使うストップバルブを作る仕事を取ってきて，
指定のサイズの製品を海軍に納めた。必要とする材料を申し出ると，翌日必ず
送られてきた。 1945年（昭和20) 3月には，台南市に空襲があった。葉英烹の
鉄工所が，アメリカ軍の爆撃で被害を受けたことがあった。これを海軍第六燃
料廠に申告すると，完成バルブが何パーセント， 90パーセント仕上げは何パー
セントと表を作ってくるようにと指示があり，表を作っていくと，そのままお
金をさっと渡してくれた。検査には来なかった。万事その調子で，海軍第六燃
料廠との取引はあっさりしていてやり易かった。製糖会社の場合は，そうはい
かなかった。おべっかを使わないといけないので，鉄工所の経営はやりにくか
った。海軍との取引で，父の鉄工所の経営を立て直したことは親孝行だったと
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葉は思っている。海軍第六燃料廠は，戦後中国石油公司となった。
ところで，葉英烹には，台南第二中学校時代の出来事で，忘れられないこと
がある。それは 5年生のとき，同級生の黄温恭が台南第一中学校の日本人生徒
を鉄の熊手で殴り，重傷を負わせた事件である。黄温恭は近所に住んでいて家
族も親しかった幼馴染であり，公学校のときから同学年であった。黄が殴った
相手は台南警察の幹部の息子で，台南ー中の柔道と水泳の選手であった。重傷
を負わされた生徒は，台南病院に担ぎ込まれ大騒動であった。この事件で黄温
恭は，台南第二中学校を退学となったが，台湾人が経営していた東京の関東中
学校を出て， 日本歯科医学専門学校を卒業し歯科医師となった。葉英烹は，植
民地支配下にあった台湾人が日本人に重傷を負わせた事件であったが，生徒同
士の喧嘩として処置され，退学処分のみに終わったことを日本統治時代の一
側面として記憶しているのである。戦後歯科医として台湾に帰ってきた黄温恭
は，高雄県の路竹に住んでいたが， 2.28事件のあと，台北に連れて行かれて銃
殺された。遺体すら帰ってこなかったという。黄温恭は， 2万人とも 3万人と
もいわれる2.28事件の犠牲者の 1人となったのである16)。
il 
允成化学工業股扮有限公司董事長の林歌清は， 1923年（大正12)9月19日に，
台南州新化郡善化庄善化（現・台南県善化鎮）に生まれた。数え年6歳で善化
公学校に入り，台南第二中学校から台南高等工業学校に進学した。善化は台南
市の北25キロに位置し，現在は先端科学工業団地の建設が進められている。
父林連順は， 1880年代初めの生まれで，日本の植民地統治が始まってのちに，
善化郵便局に勤めながら苦学し，善化公学校を卒業した。基隆と高雄を結ぶ鉄
道西部幹線縦貫線が開通したのは， 1908年（明治41) 4月であった。善化の
町にも駅が設けられることになり，林連順は運送業を始めることにした。やが
て彼は，付近一帯に良質の甘藷がたくさん収穫されることに目を向け，澱粉工
場を始めた。事業は軌道にのったものの，台湾では最良の澱粉を製造しても，
日本では品質が良くないと言われる苦い体験をした。教育熱心だった林連順は，
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息子たちに理化学や機械工学の知識を身に付けさせ，工場を継がせようとし
た17)。
林歌清の長兄と次兄は長栄中学校で学んだが， ミッションスクールの同校は
当時3年制だったので， 4年目から同志社中学校に転校し，長兄は同志社高商
ヘ，次兄は東京高等工業学校機械科へ進学した。長兄は，父が病気で倒れたの
で修学半ばで台湾に呼び戻されたが，結婚して 2人の子供が生まれてから台南
高等工業学校応用化学科に入った。次兄は日本人と結婚し東京に住んだが，終
戦後台湾に帰り，允成製粉部（のちの允成化学工業）の仕事に就いた。 3番目
の兄は林歌清と同様，台南第二中学校から台南高等工業学校へ進学した。この
兄は長兄とともに台湾洋釘工場を設け， 1950年に会社組織にして亜東鋼鉄会社
を設立した。
林取清は数え年6歳で善化公学校に入学したが， 1年生と 6年生をそれぞれ
1年多く就学したので， 8年で公学校を卒業した。公学校時代は楽しかった。
兄たちが買ってくる『幼年倶楽部』『少年倶楽部』を読んでばかりいた。真田
十勇士など，英雄豪傑伝をよく読んだ。学校の予習や復習は一切せず，授業も
字を書かないで聴いているだけであった。
公学校では，日本人の先生に習うのが好きだった。台湾人の先生の日本語に
は，訛りがあるので，そのアクセントが移るのがいやだった。科目の中では歴
史が好きであった。増本先生の日本の歴史の授業における立派な人物の話，た
とえば仁徳天皇の話などが印象に残った18)。
林取清は， 1936年（昭和11) 4月に台南第二中学校に入学した。公学校のと
きは歴史が好きだったのに，中学校では歴史の高橋先生がいやだった。高橋教
諭は， 日本精神を叩き込む。「允恭天皇，読めないのか」「愛国心がない」など
と，クラス全員が怒られた。日中戦争が始まり「お前たちそれでも日本人か」
といった教育に次第になっていった。いい先生もいたけれど，軍国主義の先生
が多くなった。総じて中学時代は，理科の科目が好きであった。
1941年（昭和16) 4月，林歌清は台南高等工業学校応用化学科に入学した。
ほかに機械• 電気・電気化学・土木の各科があった。応用化学科41年入学生（第
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11期生）は30人， うち日本人25人，台湾人5人であった。第11期生は， 1943年
（昭和18) 9月に半年短縮で卒業した19)0 
理系の台南高等工業学校の学生は，学徒兵としてとられなかったけれど軍事
演習はあった。演習のとき露営地で， 日本人学生が台湾人学生を侮辱して殴っ
たのは，忘れることのできない嫌な出来事であった。殴られた学生楊金横は，
戦後台湾電力輸送部の発電関係に勤め，のちに台北市長となった。
林耽清は， 日本人の偉いところは，植民地であっても教育をしないといけな
いとの方針のもとに制度を整え実行したことだと考えている。戦前日本人の
教育制度は良かったのであり，教育をしないと使いものにならないという考え
は正しい。しかし，本島人ということで，台湾人を植民地の人間として見下し
たのは大きな欠点であり，敗戦の原因でもあったろうと言う。何事も日本人は
一生懸命やるのだが，他民族を統治してその良いところを認めず，蔑んだのは
いけなかったと，林歌清は当時を回想している20)。
林取清の妻の林鄭艶香は， 1926年（大正15) 2月20日に善化に生まれた。父
は台南州庁の職員であり，鄭家は地主でもあった。鄭艶香には，兄2人と姉3
人，妹が2人いた。艶香の父は，進歩的で教育熱心な人であった。母と祖母は，
纏足をしていて，母の日常の服装は中国服であった。鄭家の家庭生活は，現代
的で進歩的だったので，母の時代と子供たちの時代は接近していたとの印象を
艶香はもっている。
長兄は，台中商業を出て法政大学商学部に進み，卒業後は台湾総督府嘉義営
林署に勤務し，戦後第一商業銀行支配人となった。次兄は，台南第二中学校か
ら日本医科大学へ進み，台湾に帰って戦後竹崎で開業した。上の姉は公学校の
高等科へ行き， 2番目の姉は長栄女学校， 3番目の姉から下の姉妹，艶香を含
めて 4人はすべて台南第二高等女学校に進学した。
鄭艶香が善化公学校に入学したのは1932年（昭和 7) 4月，台南第二高等女
学校入学は1938年（昭和13) 4月である。艶香の家は善化市街にあり，善化駅
までバスに乗り，汽車で台南へ，台南駅から市内バスで通学した。通学時間は
1時間ほどである。善化には製糖会社があったので 日本人が住んでいて小学
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校もあった。
台南第二高等女学校は，艶香が入学したとき 1学年3クラス， 150人であった。
そのうち 3分の 1が日本人であった。女学校では， 日本人の同級生と仲よしだ
った。家庭でも日本人と付き合っていた。夏休みには合宿修養会があり， 1年
生から 4年生まで宿舎でいっしょに泊まった。合宿では上級生と下級生が親し
くなり，肝試しをしたり，市営プールで泳いだりした思い出がある。
艶香は作法の時間と，音楽，国語が好きであった。日本人の先生の中に 1人
だけ台湾人の先生がいた。奈良女子高等師範学校出身の梁許春菊という奇麗な
先生で，数学の教え方が上手だった。在学中は戦時下だったので，台南駅での
兵隊の送迎や，千人針を作ったりした。学校で篤志看護婦の募集があった。卒
業後篤志看護婦に応募した人があったという 21)0 
N 
林垂訓は， 1925年（大正14) 9月10日に台中霧峰に生まれた。父は林献堂の
従兄弟林澄堂である。父澄堂は彼が4歳のときに亡くなっていて，林垂訓と鄭
順娘が戦後結婚したときには，林献堂が親代わりとなった。
林垂訓は， 1944年（昭和19) 3月に台中第一中学校を卒業し，同年4月に台
中高等農林学校に入学した22)。1945年 1月，林垂訓は学徒兵となった。台中州
の海岸線，大甲渓から烏渓までが台中学徒兵の管轄であった。海岸線に壕を掘
り， 8か月間守備についた。大隊本部は，清水神社の中におかれていた。 2年
生となった林垂訓は上等兵であり，下に 1年生がいたので兵隊生活はまだ楽な
方であった。日本兵に台湾語を教えたりした。終戦後1945年9月からは， 日本
人の兵隊に代わって倉庫番をしなければならなくなり，翌46年 1月に復員した
という。
台中には陸軍の飛行場があり，大腹山に高射砲陣地があった。戦争末期には，
夕方にしばしば艦上機による機銃掃射があった。新竹には海軍の飛行場があ
った。
林垂訓の妻林鄭順娘は，新竹市の出身であり空襲体験者である。米軍艦上機
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による新竹市への空襲は， 1944年（昭和19)10月に始まった23)。翌45年にはB
24爆撃機の編隊による新竹市への空襲があり，大きな被害が出た。鄭順娘の家
にも，爆弾が投下されたことがあった。家の近くには憲兵隊が置かれていた。
警戒警報は午前10時爆弾を一直線に落としていった。その時投下された爆弾
は小さいものであったが，地面が大きく上下に揺れたのを彼女は覚えている。
新竹市がもっとも大きな被害を受けたのは， 45年5月15日のB29多数機によ
る午前から午後2時にかけての爆撃であった24)。この日，鄭順娘は，母といっ
しょに台北の叔父の家を訪ね，夜遅く新竹に帰ってきた。新竹駅に降りると，
プラットホームには白い布をかけられた死体がたくさんあった。纏足の母と，
女中 2人とともに，死体を除けながら駅を出た。路地のあちこちの電信柱に，
爆弾でちぎられた手や足やスカートがぶら下がっているのを，月の光が照らし
ていた。彼女は，「戦争のことは忘れられない」と言う。
鄭順娘は， 1928年（昭和3) 1月9日に，新竹市北門の名家に生まれ，住吉
女子公学校から台北第三高等女学校に進学した。台北第三高女は， 12人中 1人
しか合格しない難関校で，公学校の校長に勧められて受験した。
鄭順娘の父鄭肇基は実業家であり，鄭家は進士の家系であった。母黎招冶は
新店の茶を栽培していた家の娘であった。長兄の鄭鴻源は，東京帝国大学法学
部を卒業し，台湾総督府の官吏となった。戦後，鄭鴻源は新竹市の市長になっ
た。次兄は，昭和医学専門学校を出て医師となった。
鄭順娘は，住吉女子公学校6年生のとき， 日本への修学旅行で関西と関東の
各地を回った。高等女学校の受験を控えていて，参加しなかった児童も多かっ
た。参加した児童は50人，引率の先生は 3人であった。団長は長谷川清，ほか
に瀬上という男の先生と星という女の先生が引率した。 28日間の行程で，門司
から瀬戸内海を通って神戸に上陸し，奈良や京都，吉野山，比叡山，伊勢神宮
を訪ね， 日光まで行った。比叡山では，ホトトギスの笛をみやげに買った。
台北第三高等女学校3年生のとき，食糧難で米がなくなってきたことや，経
済警察がやかましいことや，母が纏足であることなどを考えて， 1学期で新竹
高等女学校に転校することにした。 1945年3月に新竹高女を卒業して，彰化銀
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行の新竹支店に就職した。
長兄が新竹市皇民奉公会の会長だったことから，鄭家は1944年に改姓をして
いた25)。鄭家の庭園の名が北郭園だったことから，北園姓を名乗り，順娘は北
園順子と改姓名をしていた。新竹高等女学校の卒業証書も，彰化銀行新竹支店
の辞令も， 日本名の北園順子であった。
彰化銀行新竹支店には， 4, 5人の日本人の女性職員と給仕係の台湾人女性
1人がいて，支店長は日本人の男性，副支店長は日本人男性 1人と台湾人男性
1人であった。空襲が激しくなってきたので，鄭順娘は銀行を辞めて疎開した
いと支店長に申し出たが，慰留されたという。
林垂訓，鄭順娘夫妻に会うことができたのは， 2006年8月13日であった。時
間の都合から， じゅうぶん話を聴くことができず心残りに思いつつ，その夜ホ
テルに帰ると，史明著の『台湾人四百年史一秘められた植民地解放の一断面』
(2005年台湾再版，鴻儒堂）が「鄭順娘」の署名入りで届けられていた。大著
である。同書の［再版はしがき」には執筆の基本方針が5つ列挙されていて，
その (2) に「台湾の『史実』に基づいて叙述する」とあり， (3) に「被圧
迫民族とくに台湾大衆の立場に立って諸史実の位置づけをする」と記されて
いる。そこに目を通していると，同書が手元に届いたかと林啓三から確認の電
話があった。
林啓三は1926年（大正15) 1月8日生まれで，竹山公学校高等科から屏東農
業学校に進み， 1943年（昭和18)12月に卒業して翌月に三井農林会社に入社し
た26)。 1年後に集集街（現・南投県）で徴兵検査を受け，第一乙種で45年2月
1日に入隊した。配属されたのは敢1787部隊（聯隊長青木功），歩兵砲中隊（山
田中隊長），第1小隊第5内務班（班長岩男伍長）であった。台東日那敷（現・
棺榔）で初年兵教育を受けた。林啓三には，小学校高等科時代に， 日本人教師
による差別教育の体験がある。教師が台湾人生徒に対し，「支那人根性を叩き
直す」「清国奴（チャンコロ）」と罵ったのである。日本から来た人に差別を感
じたことはなかったが，台湾で育った日本人には差別意識があった。台湾人は，
日本人を陰で犬と言っていたという。三井農林会社は戦後国民党政府農林処
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が接収して台湾農林股1方有限公司となったが，その経営方法に馴染めなかった
林啓三は郡役所の職員に転職した。
林啓三との縁で，徐達障医師に会えたのは，林垂訓，鄭順娘夫妻を訪ねた前
日のことであった。徐達障医師は， 1925年（大正14) 1月25日生まれである。
1937年（昭和12)に台北市樺山小学校から台北高等学校尋常科に進み， 1941年
（昭和16)に台北高等学校に入学した。同年の台北高校入学生40人のうち， 日
本人が36人，台湾人は 4人であった。台北高校は 3年制だが， 2年半で台北帝
国大学医学部に入り，戦後国立台湾大学を卒業した。徐達障医師の家系は客家
であり，父は徐阿熾母は雲妹といい，父は台北医学専門学校を出て開業医と
なった。
徐達嘩医師は台北高校尋常科時代から数学が得意だったので，同級生たちが
問題の解き方を教えてほしいと訪ねてくることが多かった。台北高校尋常科も，
台北高等学校もエリートの集団であり，学生の間に差別意識は存在しなかった。
当時の一般大衆とは，生活環境がそうとう違っていたのである。
とはいえ，大学を卒業して社会に出るときには， 日本人と台湾人では事情が
違っていた。台湾人エリートは，医者か弁護士の 2つのうち，どちらかのコー
スを選ばざるをえない社会構造だったと徐医師は回想している。
1940年（昭和15) ごろ，徐達障は『生活の発見』という林五堂の著書の日本
語訳を読んだことがあった。これによって，彼は中国人を知った。「中国人は
国のためには死なない」「氏のために死ぬ」というのである。彼は，胸にあて
て思うところがあったという。台北帝大時代には，のちに広島大学教授となっ
た外科の河石九二男が3,4年も前の汎太平洋会議の土産話で，「日本の医学は
優れていると思ったけれど，外国もばかにできない」と雑談しているのを聞い
たことがあり，今も耳に残っているという。
徐達簿医師は戦前の日本について，「老日本」（古い日本）という言葉をあげ，
「正直で融通がきかない人のこと」，「清廉」ということが代表しているように，
「一般的には正直で整然とした社会であったのではないか」，「治安も良く，わ
りあいに良い人が集ってきたと思う」とのことであった。
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徐達璃医師は台湾大学卒業後，台北と台中の間の苗栗で，東海医院を20年間
開業し，その後日本の公立病院で勤務医として長く勤めた。徐達障医師の妻徐
巫慶鶯は，戦後まもない時期に，籠に乗って嫁いできたという。夫妻は今，台
中で静かな日々を送っている。
徐医師の台湾大学の同級生将松柏は，台湾の民族運動家将謂水の孫であった。
将謂水や松柏の父将謂川のこと，台湾文化運動を推進した人びとの多くが台湾
の素封家出身であったことなど，徐医師の話の奥深さを思いながら，夫妻の家
を辞したのであった。
台湾の人びとの記憶をたどり，台湾と日本の歴史の装に触れる旅は，緒につ
いたばかりである。
注
1)当時国際的にも知られたジャーナリスト北村兼子は， 1930年（昭和 5)に2度台湾を訪
ね，林献堂とその一族およびその周りに集った人びと，林攀龍• 林階堂•林関々• 高天成・
察阿信・彰華英・陳祈らと人間的な交流をもった。彼女は同年3月に「台湾民族運動史」
を執筆し， 4月に『新台湾行進曲』を出版した。
2)楊基鈴には， 自叙伝「台湾に生を享けて』 (1999年， 日本評論社）がある。
3)花園尋常高等小学校は台南市花園町89に，南門尋常高等小学校は台南市南門町41にあっ
た（台湾総督府編『台湾総督府及所属官署職員録』 1934年8月1日現在）。
4)前掲『台湾総督府及所属官署職員録』には，花園尋常高等小学校の訓導に「中山健次（福
岡）」の名がみえる。
5) 『台湾民報』 1928年（昭和3) 4月1日付第202号には，「卒業生の謝恩会で台南二高女
校長指弾さる」の記事が掲載されていて「学校で平均点九十点突破の最高レコードホル
ダーたる施氏快冶」が通学途中に台湾語を話したのを校長に見咎められてから，「甲上の
操行が，校長の強要で乙に改められ，或は甲に落とされた」と記されている。この記事は，
施氏l央冶が謝恩会でこれまでの校長の仕打ちに異議を唱えたため，卒業証書取り上げ問題
が起こっていることを報じたものである。台南第二高女は台湾人生徒が多くを占めていた
女学校であり，記事は劉秀華が台南第一高女に上がる 6年前のものであるが，統治下の高
等女学校での教育方針と，それへの民族的反感の一側面がうかがえる。
6)前掲『台湾総督府及所属官署職員録』には，州立台南第一高等女学校の教諭に「国分直
-(東京）」の名がみえる。
7)『台湾青年』第 1巻第4号 (1920年10月）には，陳毘樹「婦入問題の批判と廼習打破の
叫び」が掲載され，「査某躙（一種の女中）の売買契約」の廃止を徹底すべきことが主張
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されている。陳毘樹はその中で，「代ふるに養女の名」をもってしても「人間を人間視し
ない売買契約が依然として結ばれ，尚ほ彼等が虐使されてゐる限りは，決して奴隷的生活
状態から解放されたとは思はれない」，「査某躙に養女の美名を冠せず，内地の女中の如く，
査某躙又は養女として入籍させないで，寄留させるやうな根底的女中制の改造を絶叫した
い」と記している。劉秀華の家にいた少女たちは，売られて来た「査某躙」だったのでは
ないだろうか。
8) 『図説日本女子大学の八十年』 (1981年）には，「寮のあけくれ」と題し，戦時下の寮の
1日を描いた絵が掲載されている。この絵は，「寮取りこわしの際，寮日誌とともに発見
された絵日記」とのことである。「日本女子大学校寮舎全景二十三寮」の絵の中に，明桂
寮の名がみえる。「夜の自習」の絵のキャプションには，「 6 時30分~s 時50分夜の自習」
「 8 時50分~g 時夜の瞑想」とあり「瞑想会」の絵のキャプションに「修練生活の一つ
として，瞑想会があった」と記されている。
9)劉秀華についての記述は， 2006年8月16日の楊劉秀華の話によるものである。
10)屋良朝苗は，広島高等師範学校卒業である。
11)『当代医学』第391号 (2006年5月）。
12)察孔雀についての記述は， 2006年8月14日の察孔雀の話によるものである。
13)前掲『当代医学』第391号。
14)前掲『台湾総督府及所属官署職員録』 (1934年8月1日現在）には，「末広公学校 台南
市南門町 (603)」とあり，「学校長従七勲七 米田亀太郎（熊本）」と記され，訓導のな
かに「宮本実（高知）」の名がみえる。
15)葉英烹の記憶では，校医の名は蘇丁受といったとのことである。前掲『台湾総督府及所
属官署職員録』 (1934年8月1日現在）には，台南第二中学校の嘱託として，「蘇丁受（高
雄）」の名がみえる。
16)葉英烹についての記述は， 2006年8月14日の葉英烹の話によるものである。
17)林耽清には， 4人の姉妹がいた。父林連順は，女の子は嫁がせるので教育しないで，男
の子を教育したという。
18)前掲「台湾総督府及所属官署職員録』 (1934年8月1日現在）には，善化公学校の訓導
に「増本光春（佐賀）」の名がみえる。
19)台南高等工業学校卒業生が日本で作った同窓会を「鳳木会」といい，現在も定期的に開
かれていて，林耽清は台湾から参加している。
20)林取清についての記述は， 2006年8月15日の林歌清の話によるものである。
21)鄭艶香についての記述は， 2006年8月15日の林鄭艶香の話によるものである。
22)台中嵩等農林学校は，終戦の年に台湾省立農業専科学校となり，林垂訓は農業専科学校
第1期生として卒業した。
23)『台湾省新竹県志』第2巻 (1976年）。
24)前掲『台湾省新竹県志』第2巻。王郭章『図説竹哲』（国立清華大学出版社， 2004年）
には， 1945年（昭和20) 5月15日に「新竹大轟炸」「這次轟炸使新竹市多処焚毀，東南区
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幾乎全毀，大火三日始想，傷亡惨重」と記されている。
25)前掲『台湾省新竹県志』第2巻には， 1941年（昭和16) 6月23日に「皇民奉公会新竹州
支部成立」と記されている。
26)『宝島台湾」（致良出版社， 2004年）には，林啓三の追想記「我が人生を時の流れに」が
掲載されている。
〔付記〕
2006年8月の台湾における調査で，お話を聞かせていただいた方がたは，楊劉秀華氏，察
孔雀氏葉英烹氏林歌清氏林鄭艶香氏，林垂訓氏，林鄭順娘氏，林啓三氏徐達障氏で
ある。本文中では敬称を略した。国立成功大学歴史系（所）助理教授高淑媛氏と明台高級中
学兼任講師であった張徳卿氏には，調査実施のうえでお世話になった。記して謝意を表する。
なお，本稿は科学研究費補助金基盤研究 (C)「昭和前期日本の社会・文化史と台湾一台湾
知識人精神史の記録化」の成果である。
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